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京都支店＝；可原町徒Ⅱ池上ルＴＥＬ、２４１－２９７０
京都＝京都ホテル・京者 B 国際ホテル・都ホテル
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ﾄ 春の特別展示会「春の宴 _ ！ごあんない
１０日（金）１１日（土）ところ：大阪ロイヤルホテル雨の間
１２日（日）１３日（月）ところ：神戸オリエンタルホテルばらの間
希望の方は大阪支店又は神戸支店にお申込み下さい。
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本ﾉ 苫＝東京一銀座４丁目ＴＥＬ、５３５－４６１１

ﾄ 春の特別展示会「春の宴_ ！ごあんない
１０日（金）１１日（土）ところ：大阪ロイヤルホテル雨の間
１２日（日）１３日（月）ところ：神戸オリエンタルホテルばらの間
希望の方は大阪支店又は神戸支店にお申込み下きい。
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が
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や
か
に
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
す
る
の
は
こ
ん
な
と
き
だ

開
﹇
み
の
天
に
頭
を
晒
す
行
列
だ
っ
た

風
化
も
聞
え
な
い
貝
穀
の
耳
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岡

万
博
会
場
の
青
空
に
ひ
る
が
え
る
真
鯉
緋
鯉
。
サ
ン
ョ
ー
館
の

日
本
の
心
を
つ
た
え
る
な
だ
ら
か
な
屋
根
を
見
あ
げ
る
デ
ァ
ラ
Ｉ

ン
さ
ん
．
ピ
ン
ク
と
緑
の
ニ
ッ
ト
が
ブ
ロ
ン
ド
に
明
る
く
は
え
る

「
と
う
と
う
エ
キ
ス
ポ
、
が
始
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
圃
房
人
々
が

集
ま
る
の
で
と
て
も
一
間
白
い
の
。
い
い
経
験
で
す
。
で
も
日
本
語

の
通
訳
ト
テ
モ
む
つ
か
し
い
・
こ
と
わ
ざ
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
わ

た
し
番
茶
も
出
花
だ
っ
て
い
わ
れ
た
け
ど
…
ワ
ヵ
ラ
ヘ
ン
』

時
．
々
ま
じ
っ
て
く
る
神
戸
弁
は
、
ド
イ
ツ
人
だ
が
生
粋
の
神
戸

？
ｆ
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
・
岡
本
に
住
む
テ
ァ
ラ
ー
ン
さ

ん
は
、
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
を
準
業
し
て
初
め
て
ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
バ

ー
ヘ
母
国
を
勉
強
す
る
た
め
帰
国
し
た
。
・
米
七
○
糎
。
ス
ラ
リ

と
し
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
、
笑
顔
の
可
愛
い
い
ド
イ
ツ
女
性
だ
。

〈
万
博
会
場
サ
・
〃
ヨ
ー
館
に
て
〉

●
神
戸
っ
子

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

ラ
ー
ン
〈
万
博
サ
ン
ョ
ー
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通
訳
〉
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１
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ー
ト
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ア
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青
年
の
風
格
は
政
治
に
渦
を
お
こ
す
。
そ
の
激
動
す
る
渦
の
中

で
未
来
へ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
維
持
で
き
る
人
は
少
な
い
。

石
井
一
氏
。
有
能
敢
為
の
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
と
し
て
昨
年
衆
議
院

議
員
に
選
ば
れ
た
。
甲
南
大
学
を
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ

オ
ル
ー
ー
ァ
大
学
院
を
経
て
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
院
で
〃
マ
ス
タ

ー
：
オ
ブ
・
ア
ー
ッ
“
の
学
位
を
持
つ
青
年
政
治
家
で
あ
る
。
欧

米
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
十
数
回
に
わ
た
っ
て
歴
訪
し
、
そ
の
洗

錬
さ
れ
た
国
際
的
感
覚
は
、
新
し
い
世
代
の
都
会
的
レ
プ
し
ゼ
ン

タ
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
懸
案
多
い
神
戸
を
よ
り
国
際
的
な
都
市
へ
高

め
る
原
動
力
と
な
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
登
院
早
々
、
自
民
党

の
若
手
新
人
の
政
策
研
究
会
「
き
さ
ら
ぎ
会
」
の
代
表
世
話
人
と

な
り
七
十
年
代
の
志
向
に
就
く
生
粋
の
神
戸
っ
子
で
あ
る
。

〈
写
真
左
・
神
戸
大
橋
を
背
に
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て
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・
石
井
一
事
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に
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〉
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タジマでは、宝石の鑑定を無料でご相談に

応じておりますので、お気軽にご利用ください
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こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
平
均
年

血
脈
六
七
歳
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
は
、
歌
謡
”
曲
か
ら
ク
ラ
シ
ッ

ク
ま
で
大
い
に
歌
い
ま
く
ろ
う

と
い
う
意
欲
あ
る
面
々
・

肌
月
堂
社
長
の
、
吉
川
さ

ん
の
提
唱
で
発
足
し
鳶
神
戸
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ｉ
プ
は
、
こ
の
五
月
で
二

年
を
迎
え
る
。

神
戸
高
校
合
唱
部
を
全
国
優

勝
に
導
き
、
現
武
庫
川
大
学
教

授
で
あ
る
柳
歳
男
先
生
の
厳
し

く
も
優
し
い
名
指
漠
》
の
甲
斐
あ

っ
て
、
当
初
は
楽
譜
を
読
め
る

人
の
万
が
少
か
つ
た
と
い
う
塗、Ｊ

（
？
）
メ
ン
バ
ー
も
、
藤
川
一

郎
氏
に
絶
讃
を
博
す
る
ま
で
に

な
っ
た
と
い
う
。

「
歌
を
う
た
っ
て
い
る
と
、

何
も
か
も
忘
れ
て
幼
な
子
の
よ

う
に
、
浮
き
浮
き
楽
し
い
気
分

に
な
り
、
精
神
的
に
も
肉
体
的

に
も
若
返
り
ま
す
。
」
と
メ
ン
バ

ー
の
歌
声
は
ス
パ
ラ
シ
ク
元
気

が
即
良
い
。

次
は
、
サ
ン
Ｔ
Ｖ
に
出
よ
う

か
、
”
外
圃
召
遠
征
を
し
よ
う
か
と

夢
は
デ
ッ
カ
イ
ノ
．

〈
四
三
ぺ
Ｉ
ジ
参
照
〉

写
真
右
よ
り

★
べ
ｌ
ス

小
林
憲
雄
〈
東
極
楽
院
住
職
〉

平
島
健
次
郎
〈
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
専
務

吉
川
進
〈
胤
月
堂
社
長
、

★
テ
ノ
ー
ル

谷
ロ
三
樹
三
郎
〈
元
兼
松
Ｋ
Ｋ
社
長
〉

古
林
喜
楽
〈
元
神
大
学
長
・
関
学
大
教
授
〉

松
田
一
夫
〈
元
市
民
病
院
々
長
、

同一"､，画'ｆ~~………準ｑ－蒋竺-‘….．；・誉一一
悩甜
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●スプリング・バール

春は神戸っ子のおしゃれな季節。センター

街を、元町を、トア・ロードを歩くとき。

タウンウェアのワンピースやスーツの衿に

素敵なパールが光ります。そしてダンデイ

野郎に逢ったときしなやかな指の美しいパ

ールリングが彼の瞳に……。

恋が芽ばえるスプリング・パールをあなた

もどうぞ◎

おしゃれをリードする…．．

鰹金子貢珠

ン
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ＴｅI ．〈8 1 ＞2 8 8 1 ～３
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Ｔｅ1．〈5 7 3＞１７７５
長崎市大黒町１４５長崎ビル
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街を再生するショッピングゾーン
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都市の生命は人の流れにある。三宮センター街の山側に誕
生したショ､ ソピングゾーン“さんプラザ" のＣブロックが今月
末にオープン。都市の再開発の中から街のシンボルを再生す
る神戸独特の手法がとられている。今年１１月に完成するレジ
ャーセンターが待ち望まれている。

ナップ ‘Ｓさんブラザ, ，●コウベス

写真右上・完成間近いサンプラザ・地上２Ｆから阪急西口と連絡橋がつく
左上・センター街南側とのオーバーブリッジ
右下・地上４Ｆ・５Ｆの駐車場
左下・人通りの絶えないセンター街・左側がサンプラザになる

１
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三

ジ ャンバトゥーファィックコウグ、
ＯＰＥＮ｡ 〃

JＡＰ

港のみえるＫＯＢＥ北野町の高台に、パリのファッション界の伝統を誇る《ジャンパト『似フー社》が日本で初め
て、待龍の、ジャンパトウーブテイックコウベ" を開きました。香水の女王ジョイ〈ＪＯＹ＞をはじめ、パリでつ
くられたオリジナルプレタポルテがそろったシックなブティックです｡ ぜひとも一度お州かけくださいませ。

一

一 一一一一三 」 日本総代理店

AＮ

づ．司．聯f , 割‘司割
三宮駅より車で５分ＴＥＬ２２

商事
－５４９０

北野クラブ２階 ･ コラルキタノ内
夕 ★大阪国際空港国際線

デューティフリーショッブ
★大阪国際空港国内線
舶来専門店ブランドゥブラン

☆万博インターナショナルバザー
ブ、ティック･ ド・パリージャンパトゥー
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神
戸
肉
の

戸

営業時間☆ＰＭ５: ００～ＡＭ２: ００☆日曜祭日のみＰＭｌ０: ００

東京☆赤坂東急ホテル３階
０３－５８１－７５０９

ｺ r l E z ＜ま

司裂学齢壁, _－－…雷も霞3瀧蕊

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

神戸☆花隈中央通り
０７８－３４－０２４０

古二､ ‐；紋

創業5 3 年の老舗神戸《松の家》が、本格的最高
の神戸肉を､ 東京店へは空輸で送り、今赤坂で
は経済人からサラリーマン、ヒッピー族、芸
能人まて｡ 多彩な人々の圧倒的人気をうけてい
ます。神戸花隈《古紋》でもご家庭づれで手軽
にしゃぶしゃぶ・日本料理をお楽しみ下さい。
☆しゃぶしゃぶ・スキヤキ〈お－人様> 1 , 6 0 0 円
他に日本料理１' 5 0 0 円を調理いたします。

一塁鍵蕊、
鰻謬蕊騨嬢扉…琵一‐__銭零
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こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帖
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
Ｌ
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
々
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す

神
戸
っ
子
４
同
月
号
目
次

表
紙
小
磯
良
平

２
の
①
８
且
Ｃ
Ｏ
く
の
『
／
津
高
和
一
．
‐

３
神
戸
っ
子
Ⅶ
撮
影
・
米
田
定
蔵

①
ア
ル
ム
ー
ト
・
フ
ァ
ン
・
デ
ア
・
ラ
ｉ
ン
②
石
井
一

７
あ
る
集
い
神
戸
ロ
Ｉ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

９
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ
／
新
た
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
・
サ
ン
プ
ラ
ザ

側
わ
た
し
の
意
見
／
浅
木
ト
ミ
コ

幅
随
想
三
題
「
月
丘
夢
路
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
西
条
遊
児

「
南
洋
小
島
の
赤
い
腰
巻
」
ユ
タ
カ
順
子

「
突
然
の
死
に
」
冬
木
喬

創
れ
ん
さ
い
随
想
⑪
「
上
筒
井
哀
愁
」
林
田
重
五
郎

餌
随
想
「
つ
ま
ら
な
い
話
」
鴨
居
玲

妬
随
想
「
私
に
と
っ
て
神
戸
は
神
戸
』
灘
本
唯
人

調
神
戸
っ
子
対
談
岡
部
誠
一
☆
滝
川
博
司

羽
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

調
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
諸
岡
博
熊

刃
神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
未
来
編
山
①
水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ

如
神
戸
の
モ
ダ
ン
リ
ビ
ン
グ
未
来
編
山
②
／
水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ

岨
あ
る
集
い
・
そ
の
足
あ
と

“
ｏ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
遠
藤
周
作

岨
シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ッ
ク
ス
／
わ
た
し
の
ペ
ッ
ト
④
岡
田
淳

艶
神
戸
遊
戯
誌
⑲
相
撲
仰
青
木
重
雄

別
動
物
園
飼
育
日
記
⑰
亀
井
一
成

兜
お
し
ゃ
れ
・
た
い
む
・
ラ
イ
デ
イ
ン
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

印
詩
の
あ
る
ア
ン
グ
ル
⑤
夢
の
寺
文
・
野
口
武
彦
写
真
・
緒
方
し
げ
を

妬
春
の
宵
女
だ
け
の
座
談
会
男
っ
て
…
…
／
、

麻
生
れ
い
子
・
川
村
都
・
堀
切
ミ
ロ
・
鵜
殿
洋
子

兜
神
戸
の
絵
画
展
よ
り

弧
元
町
タ
ウ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
〈
４
月
〉

兜
恋
愛
入
門
「
恋
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
乗
っ
て
』
細
川
萱
・
え
納
催

、
。
一
三
ｍ
ヱ
ン
、
お
し
ゃ
れ
と
映
画
／
淀
川
長
治

血
シ
ョ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ト
側
え
と
文
／
向
井
修
二

叩
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

畑
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

肥
万
博
の
た
め
の
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
・
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

四
連
載
小
説
第
三
回
「
曲
線
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
武
田
繁
太
郎

佃
海
・
船
・
港
⑮
海
上
保
安
庁
巡
視
〃
は
る
か
ぜ
“
を
訪
ね
て

唖
神
戸
カ
メ
ラ
散
策
〈
４
月
〉
緒
方
し
げ
を

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
カ
ッ
ト
・
岡
田
淳

ー…薯昭全量全≧

隠一
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春のおしゃべりはトアロード。コロンバンで. ／

山と海をつなぐＫＯＢＥトア・I コードに、ドイツ菓子の神戸コロンバンが、喫茶室も一階、二階と広くなり装いも新しく
おめみえしました。特に二階は小グループの会合にもご使用いただける部屋もありますので、ユニークな神戸つ子のロビ
ーとしてご利用ください。〈写真下は二階の喫茶室〉

コーベトア・ロードコロンバン本店ＴＥＬ( ３３）９７２３

伽lomImn
瑚誹とドイツ菓子

阪急岡本店・夙川店・仁川店
武庫之荘店・庄内店

温ﾃ 三目1 四
コロロロロ
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街
角
で
示
し
た
い

☆
わ
た
し
の
意
見

、
北
野
ク
ラ
ブ
オ
ー
ナ
ー
／

／
ジ
ャ
ン
パ
ト
ウ
・
ブ
テ
ィ
ッ
ク
オ
ー
ナ
ー
、

浅
木神戸
の
こ
こ
ろ

１
１３

１

詞

７
Ｆ
守
、
．

磯

☆
日
常
性
の
中
か
ら
親
愛
の
情
を
／

春
は
観
光
シ
ー
ズ
ン
。
神
戸
港
は
世
界
に
開
か
れ
た
日
本
の
玄

関
口
で
す
か
ら
、
万
国
博
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
た
観
光
客
が

続
々
と
神
戸
に
第
一
歩
を
お
ろ
し
ま
す
。
国
際
港
都
を
誇
る
神
戸

だ
け
に
、
い
ま
さ
ら
三
宮
、
元
町
を
通
る
エ
ト
ラ
ン
ゼ
の
数
が
増

え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
気
に
す
る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
が
神
戸
っ
子
の
良
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
世
界
博
を
案
内
し
て
く
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
は

実
に
フ
ラ
ン
ク
に
、
そ
う
広
く
も
な
い
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
隅
々

ま
で
私
に
見
せ
て
、
家
族
の
仲
間
入
り
を
認
め
て
く
れ
た
時
は
、

異
国
で
あ
る
だ
け
に
う
れ
し
い
気
持
に
ひ
た
っ
た
こ
と
で
す
。
私

た
ち
日
本
人
同
士
の
い
ず
ま
い
を
正
し
、
身
繕
い
を
し
て
の
接
待

と
こ
と
な
り
、
こ
と
外
国
人
に
対
し
て
は
、
自
分
た
ち
の
日
常
生

活
し
て
い
る
家
そ
の
も
の
の
姿
を
見
せ
て
親
愛
の
情
を
示
す
こ
と

が
第
一
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

不
得
手
な
言
葉
の
障
害
も
乗
り
こ
え
ら
れ
そ
う
で
す
。
。

外
国
に
行
っ
て
も
私
は
、
八
日
本
語
を
お
話
し
で
き
ま
す
か
Ｖ

と
聞
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
私
は
相
手
の
言
葉
を
知
ら

懇
な
く
て
も
対
等
の
立
場
に
た
て
る
の
で
す
。
堂
々
と
八
日
本
語
を

お
話
し
で
き
ま
す
か
Ｖ
と
話
し
か
け
、
そ
れ
か
ら
相
手
の
国
の
言

葉
を
知
っ
て
い
る
だ
け
喋
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
片
言
で
も

☆
神
戸
の
街
を
知
っ
て
こ
そ
、
世
界
が
わ
か
る

七
、
八
年
前
、
旅
先
で
日
本
を
全
く
知
ら
な
い
人
が
い
て
情
な

い
気
が
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
万
国
博
に
は
七
十
数
カ
国
が
参

加
、
た
だ
地
図
の
上
で
し
か
理
解
し
て
い
る
国
が
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
万
国
博
の
楽
し
み
は
会
場
だ
け
に
あ
る
の
で
な
く
、
そ
う
い

う
国
の
人
た
ち
に
こ
の
日
本
を
知
っ
て
貰
う
こ
と
に
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
神
戸
っ
子
の
一
人
一
人
が
神
戸
の
街

を
再
認
識
し
て
、
神
戸
を
訪
れ
る
外
国
人
に
対
し
て
ガ
イ
ド
に
な

り
、
ま
た
神
戸
の
商
店
の
方
々
も
気
持
よ
い
買
物
が
で
き
る
雰
囲

気
を
つ
く
っ
て
応
特
ず
る
こ
と
が
、
同
時
に
世
界
に
対
す
る
視
野

》
騨
蒋
ま
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
神
戸
の
誇
る
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
と
匙
漆
党
こ
そ
、
数
多
い
エ
ト
ラ
ン
ゼ
の
眼
と
口
を
経
て
は
じ

め
て
世
界
的
位
置
を
確
保
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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特 約店

③美田U寺言+后
三宮店・さんちｶ ﾜ ｱ ﾝ ｼ ｰ ･ ﾀ ｳ ﾝ T E L 3 3 - 8 7 9 8
元町店・元町三丁目T E L 3 3 - 1 7 9 8

;蕊

世界の人々に愛される北村バール

お気軽にショッピングして頂ける
明るいお店に致しました

Ｌ一度お立ち寄り下さい』

W 垂謡羅 烈厩
W垂謡

ろ

両

〆 轡"面
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一わくわくする話一

『
月
丘
夢
路
の
弟
で
す
け
ど
、
凡
児

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
』

あ
れ
は
確
か
昭
和
二
十
三
年
の
夏
で

し
た
か
…
…
。
髪
の
毛
は
バ
サ
バ
サ
で

半
袖
の
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
に
下
駄
ば
き

の
青
年
が
一
人
、
親
父
を
訪
ね
て
き
ま

西
条
遊
児

八
タ
レ
ン
ト
Ｖ

し
て
ね
。

『
は
あ
、
今
仕
事
に
出
て
ま
す
け
ど

’
』仕事

い
う
て
も
、
戦
争
で
寄
席
は
み

ん
な
焼
け
て
し
も
た
し
、
と
い
う
て
道

の
真
ン
中
で
、
〃
エ
ー
お
笑
い
を
一
席

″
ち
ゅ
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、
『
芸
能

往
来
』
と
い
う
雑
誌
の
編
集
を
し
て
た

ら
し
い
ん
で
す
。

『
私
は
今
進
駐
軍
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
る
が
、
軍
払
い
下
げ
の
チ
ュ
ー
イ

ン
ガ
ム
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
た
く
さ
ん

持
っ
て
い
る
。
お
宅
は
子
供
さ
ん
も
多

い
し
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
持
っ

て
き
た
。
品
物
は
三
宮
の
イ
ー
ス
ト
・

キ
ャ
ン
プ
に
あ
る
の
で
、
八
百
円
今
出

し
て
も
ら
え
れ
ば
、
す
ぐ
に
ジ
ー
プ
で

取
っ
て
き
ま
す
。
』

月
丘
夢
路
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

/ｂ
え。津高和一

随 想三題

１
１５

１

ま
あ
そ
ん
な
調
子
の
こ
と
を
そ
の
男

は
喋
り
ま
し
て
、
そ
れ
左
聞
い
て
て
私

ら
子
供
は
そ
れ
こ
そ
飛
び
上
る
ほ
ど
喜

び
ま
し
た
な
あ
。

ガ
ム
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
、
そ
れ
も

ジ
ー
プ
に
い
っ
ぱ
い
や
て
／
、
ほ
ん
ま
か

い
な
、
ほ
ん
ま
や
ろ
、
お
父
ち
ゃ
ん
は

芸
人
や
し
、
月
丘
夢
路
も
芸
人
や
、
そ

の
弟
が
い
う
ん
や
さ
か
い
、
ゼ
ッ
タ
イ

間
違
い
な
い
わ
。

思
っ
た
だ
け
で
も
シ
バ
が
出
て
き
よ

る
。そ

ら
そ
う
で
す
や
ろ
、
当
時
は
な
ん

に
も
食
べ
る
物
が
お
ま
へ
な
ん
だ
か
ら

ね
。私

ら
に
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
ノ
ド
か

ら
手
の
出
る
ほ
ど
欲
し
か
っ
た
ん
で
す

が
、
何
し
ろ
先
立
つ
も
ん
が
先
立
ち
よ

ら
ん
。
お
袋
は
子
供
に
は
食
べ
さ
し
て

や
り
た
い
わ
、
金
は
な
い
わ
で
相
当
迷

て
た
ら
し
い
ん
で
す
が
、
約
一
時
間
ほ

ど
そ
の
男
ね
ば
り
ま
し
た
か
な
。
い
や

ね
ば
っ
た
ん
は
そ
の
男
だ
け
や
な
い
、

私
ら
の
口
も
ベ
ト
ベ
ト
や
。

今
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
山
ほ
ど
来
よ

る
ん
か
思
た
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
シ
バ

ば
っ
か
り
出
て
き
よ
る
。

あ
の
頃
の
子
供
や
っ
た
ら
、
誰
で
も

覚
え
あ
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
進
駐
軍

の
顔
み
た
ら

『
ハ
ロ
ー
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
ノ
』

い
う
て
手
出
し
た
も
ん
や
。
そ
う
や
、

そ
な
い
い
う
た
ら
、
一
番
初
め
に
覚
え

可
』
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ユ
タ
カ
順
子

八
画
家
・
カ
ッ
ト
も
Ｖ

南
洋
小
島
の

赤
い
腰
巻

達
者
の
奴
が
相
手
の
欲
に
つ
け
こ
ん
で

コ
ロ
ッ
と
い
て
し
ま
い
よ
る
。

あ
ぶ
な
い
と
こ
で
し
た
わ
。

そ
い
で
も
し
ば
ら
く
お
袋
を
恨
み
ま

し
た
な
あ
。
子
供
心
に
月
丘
夢
の
弟
を

信
用
し
た
い
。
い
や
そ
う
や
な
い
ね
ん

チ
ョ
コ
と
ガ
ム
を
信
用
し
た
い
。

お
金
借
り
て
で
も
八
百
円
出
し
て
く

れ
た
ら
、
ジ
ー
プ
に
い
っ
ぱ
い
ガ
ム
や

チ
ョ
コ
が
食
べ
ら
れ
る
の
に
。

あ
の
オ
ッ
チ
ャ
ン
は
絶
対
に
一
一
セ
モ

ン
と
違
う
。

逃
げ
た
ん
と
違
う
ね
、
ガ
ム
を
取
り

に
行
っ
て
ん
ね
ん
、
も
う
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
み
た
ら
。
ま
た
シ
バ
が
出
て
き
よ

っ
た
１
．

そ
ゃ
け
ど
、
結
局
シ
バ
の
出
し
損
、

ワ
ク
ワ
ク
の
仕
損
で
し
た
。
そ
れ
以
後

あ
の
人
の
映
画
を
見
る
度
に
、
シ
バ
が

出
て
き
ま
す
。

あ
あ
、
そ
れ
か
ら
月
丘
夢
路
さ
ん
に

弟
さ
ん
が
い
て
は
る
か
ど
う
か
は
今
だ

に
知
り
ま
へ
ん
。

た
英
語
は
サ
ン
キ
ュ
ー
と
チ
ュ
ウ
イ
ン

ガ
ム
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
っ
た
な
。

『
ど
な
い
す
る
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
欲

し
い
か
？
』

そ
ん
な
こ
と
聞
か
ん
で
も
欲
し
い
の

ん
当
り
前
や
ん
か
／

『
ふ
ん
欲
し
い
／
』

『
そ
う
か
ほ
ん
な
ら
ど
な
い
し
よ
。
』

『
何
考
え
て
ん
ね
ん
な
、
は
よ
買
わ

な
こ
の
オ
ッ
チ
ャ
ン
怒
っ
て
帰
っ
て
し

ま
う
で
、
は
よ
、
は
よ
／
』

私
ら
は
家
計
の
こ
と
な
ん
か
考
え
て

こ

●
●

ま
せ
ん
か
ら
、
買
お
て
欲
し
い
て
し
や

●
●
●

あ
な
い
。
お
袋
に
し
た
ら
、
買
い
た
い

●
●
●

け
ど
金
が
な
い
か
ら
ど
な
い
も
し
や
あ

●
●

な
い
。
し
ゃ
あ
な
い
し
ゃ
あ
な
い
い
う

と
っ
て
も
し
ゃ
あ
な
い
。
（
何
の
こ
っ

ち
ゃ
？
）

近
所
の
人
に
相
談
し
た
ら

『
そ
ら
ど
う
も
お
か
し
い
で
。
話
が

う
ま
す
ぎ
る
わ
。
ニ
セ
モ
ン
と
違
う

か
。
』い

わ
れ
て
み
た
ら
そ
う
で
す
わ
。

売
出
し
中
の
月
丘
夢
路
の
弟
に
し
た

ら
格
好
は
ガ
タ
ガ
タ
や
し
、
な
ん
ぼ
進

駐
軍
の
払
い
下
げ
や
い
う
て
も
、
ジ
ー

プ
に
い
っ
ぱ
い
八
百
円
で
そ
ん
な
も
ん

が
あ
る
は
ず
が
あ
ら
へ
ん
。

そ
ん
な
雰
囲
気
、
や
っ
ぱ
り
す
ぐ
に

わ
か
る
ん
で
す
か
な
あ
。
そ
の
男
、
い

つ
の
間
に
か
お
ら
ん
よ
お
に
な
っ
て
し

ま
い
よ
っ
た
。

今
か
ら
考
え
た
ら
、
詐
欺
に
か
か
る

い
う
た
ら
そ
ん
な
時
で
す
な
あ
。
口
の

鍵驚議議議

甘
過
ぎ
る
も
の
を
口
に
し
た
時
、
舌

も
こ
の
〃
ワ
ク
ワ
ク
″
と
い
う
表
現
を

（
か
う
が
、
き
っ
と
喜
び
を
寸
前
に
し

た
心
臓
の
鼓
動
を
表
現
し
て
〃
ワ
ク
ワ

ク
″
と
い
う
の
が
ご
く
普
通
だ
と
思
う

と
こ
ろ
で
ど
ん
な
時
に
そ
の
〃
ワ
ク

ワ
ク
″
を
感
じ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
実
に
度
々
心
臓
は
鼓
動
し

て
、
生
活
を
彩
ど
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
の
内
で
も
海
外
旅
行
に
も
っ
と

も
、
私
は
こ
の
〃
ワ
ク
ワ
ク
″
を
感
じ

て
出
か
け
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
慢
性
に

成
る
こ
と
無
く
〃
ワ
ク
ワ
ク
″
出
か
け

て
行
く
だ
ろ
う
と
思
う
。

こ
の
二
年
前
か
ら
、
南
洋
の
あ
る
小

島
に
旅
す
る
計
画
を
持
っ
た
ま
ま
、
米

国
に
行
っ
た
り
、
仕
事
の
つ
ご
う
な
ど

あ
っ
て
の
び
の
び
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
か
た
づ
け
、
私
の
健
康
を
年

中
三
十
八
度
に
た
え
ら
れ
る
と
見
通
し

が
つ
き
し
だ
い
、
一
カ
月
に
一
便
、
神

戸
か
ら
向
う
小
船
に
乗
っ
て
、
そ
の
楽

園
に
行
く
手
は
ず
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
二
年
に
渡
っ
て
、
こ
の
冬
に

は
行
く
ぞ
／
と
心
に
宣
言
し
て
来
た

が
、
今
年
も
飽
く
こ
と
無
く
同
じ
宣
言

を
く
り
か
え
し
て
、
こ
の
旅
の
計
画
は

ま
す
ま
す
健
在
。
そ
こ
で
少
し
話
し
て

み
る
と
、
次
の
よ
う
な
し
だ
い
。

ま
ず
そ
の
島
に
到
着
し
て
、
ホ
テ
ル

を
捜
す
必
要
が
無
い
。

島
に
は
、
屋
根
の
下
を
金
で
貸
す
我

々
が
考
え
る
よ
う
な
金
が
一
文
も
通
用

し
て
は
い
な
い
し
、
そ
ん
な
商
売
も
無

１
１６

１

ログ
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突
然
の

死
に

い
。
私
は
蚊
帳
一
帖
持
っ
て
、
好
き
な

場
所
に
そ
れ
を
張
れ
ば
い
い
わ
け
だ
、

こ
れ
で
百
余
り
の
島
、
行
く
先
々
住
む

所
に
不
自
由
が
無
い
。

食
べ
物
は
と
い
え
ば
、
土
か
ら
出
た

物
は
、
そ
れ
を
欲
し
い
者
が
と
っ
て
答

め
る
者
が
無
い
。
魚
は
見
た
こ
と
も
無

い
色
に
光
っ
て
海
に
あ
る
。

そ
こ
で
衣
、
食
、
住
、
の
衣
の
件
に

な
る
と
、
ぐ
っ
と
気
が
楽
で
あ
る
。

私
は
以
前
か
ら
宗
教
に
関
し
て
は
自

由
、
そ
の
土
地
、
そ
の
国
の
民
族
の
中

で
生
ま
れ
た
神
に
、
一
理
も
二
理
も
あ

る
と
信
じ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
私
の
し
ら
べ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
南
洋
の
小
島
〃
衣
を
ま
と
い

身
を
隠
す
は
こ
れ
神
に
そ
む
く
者
な

り
″
と
あ
る
の
で
、
女
性
の
旅
の
足
手

ま
と
い
に
な
る
ワ
ン
ピ
ー
ス
も
ツ
ー
ピ

ー
ス
も
、
下
着
も
上
着
も
何
も
か
も
、

こ
れ
ト
ラ
ン
ク
に
つ
め
て
歩
く
は
不
用

あ
る
日
、
私
は
死
ん
で
い
た
。

床
の
間
に
、
し
つ
ら
え
ら
れ
た
祭
壇

の
、
中
央
に
お
か
れ
た
棺
の
な
か
に
、

私
は
静
か
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。

死
亡
通
知
に
よ
っ
て
、
知
ら
さ
れ
た

葬
儀
の
定
刻
に
な
る
と
、
私
の
知
人
友

人
た
ち
が
、
い
と
も
神
妙
な
顔
で
喪
服

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
赤
い
腰
巻
き
は
大
変
に
喜
ば
れ

る
と
か
Ｉ
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
よ
ろ

し
い
。た

だ
し
若
い
者
は
い
ず
こ
の
国
も
同

じ
で
、
流
行
を
追
い
た
が
る
、
島
の
若

者
も
は
し
た
な
く
神
に
そ
む
い
て
、
ち

ら
ほ
ら
身
を
ド
レ
ス
で
ま
と
い
だ
し
た

と
か
。そ

れ
で
も
依
然
正
装
は
正
装
、
身
を

隠
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
に
変
り
は
無

い
。
赤
い
布
を
作
る
こ
と
の
む
ず
か
し

い
島
民
に
は
、
貴
重
な
赤
い
腰
巻
き
。

そ
れ
を
何
枚
も
何
枚
も
持
っ
て
そ
の

島
に
上
陸
す
れ
ば
、
あ
の
高
い
や
し
の

木
の
先
の
実
を
左
団
扇
で
手
に
入
れ●

ば
、
タ
ロ
イ
モ
を
土
か
ら
堀
り
出
す
て

●ま
も
は
ぶ
け
る
。

こ
の
よ
う
に
生
活
の
智
恵
ま
で
用
意

さ
れ
て
は
、
な
ま
け
者
の
企
て
の
よ
う

に
思
え
る
だ
ろ
う
が
、
な
に
も
私
は
ひ

'２９

ら
ひ
ら
腰
巻
き
を
さ
せ
て
、
蚊
帳
一
帖

持
っ
て
そ
の
島
に
行
く
の
で
は
無
り

ょ
う
す
る
に
〃
お
あ
し
″
な
る
文
明
国

の
力
か
ら
遠
い
国
に
そ
れ
を
忘
れ
て
住

ん
で
み
た
い
、
ど
ん
な
に
夢
が
自
然
を

駆
め
ぐ
る
か
行
っ
て
み
た
い
の
で
あ

る
。今

年
こ
そ
、
私
は
ク
リ
ス
マ
ス
も
正

月
も
、
三
十
八
度
の
土
を
素
足
で
ふ
ん

で
い
る
だ
ろ
う
。

何
よ
り
も
そ
れ
に
た
え
う
る
健
康
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
や
は
り
、

心
臓
の
鼓
動
を
〃
ワ
ク
ワ
ク
″
と
感
じ

る
に
は
健
康
で
あ
る
こ
と
の
よ
う
だ
。

喬

冬
木

八
作
家
Ｖ
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☆

を
き
た
私
の
家
内
に
挨
拶
し
、
六
畳
と

応
接
を
ぶ
つ
通
し
に
し
た
と
こ
ろ
へ
坐

り
こ
ん
だ
。
僧
侶
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。

「
ま
だ
若
い
の
に
、
可
愛
い
そ
う
な

こ
と
だ
っ
た
な
、
ゴ
ル
フ
も
、
も
っ
と

し
た
か
っ
た
だ
ろ
う
に
…
…
」

い
っ
て
い
る
の
は
作
家
の
白
川
さ
ん

で
、
私
の
予
期
し
た
ご
と
く
黒
い
和
服

の
着
流
し
で
あ
る
。
ゴ
ル
フ
で
白
川
さ

ん
は
厳
流
島
の
宮
本
武
蔵
に
自
ら
任
じ

私
を
佐
々
木
小
次
郎
と
思
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
で
シ
ン
グ
ル
が
一
人
へ
り
ま

し
た
な
」

答
え
て
い
る
の
は
、
寿
本
舗
会
長
の

細
谷
さ
ん
で
あ
る
。
細
谷
さ
ん
は
、
白

川
さ
ん
と
私
を
加
え
た
三
人
シ
ン
グ
ル

の
一
人
で
あ
る
。

「
新
仏
は
、
十
年
ほ
ど
ま
え
か
ら
糖

尿
病
だ
と
い
っ
て
い
た
が
、
そ
の
せ
い

か
、
・
そ
の
頃
か
ら
身
を
持
す
る
こ
と
清

潔
だ
っ
た
な
」

い
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
糖
尿
イ
ン

ポ
テ
ン
ツ
協
会
長
で
あ
り
、
か
つ
作
家

で
あ
る
及
川
さ
ん
で
あ
る
。

「
そ
ん
な
こ
と
、
あ
り
ま
っ
か
い
な

ヘ
ツ
ヘ
ツ
ヘ
ツ
」

や
に
わ
に
否
定
し
て
、
不
溶
に
ヘ
ー
フ

ヘ
ラ
笑
っ
て
い
る
の
は
、
最
近
良
心
的

な
作
品
を
も
っ
て
鳴
ら
し
た
春
木
一
夫

で
あ
る
。
棺
の
な
か
で
私
は
苦
笑
し

た
。

「
そ
う
だ
な
、
オ
レ
も
今
回
の
彼
の

死
は
、
腹
上
死
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と

思
っ
て
み
た
」

ポ
ソ
ッ
と
言
っ
た
の
は
、
読
売
新
聞

大
阪
本
社
の
藤
野
克
己
部
長
で
あ
る
。

「
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
ん
じ
や

あ
り
ま
せ
ん
？
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
彼
の

こ
と
だ
か
ら
、
た
と
え
心
筋
梗
塞
の
ば

あ
い
で
も
、
女
性
を
上
位
に
お
か
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
わ
」

軽
く
た
し
な
め
て
い
る
の
は
、
作
家

の
田
辺
聖
子
氏
で
あ
る
。
や
は
り
女
性

は
い
つ
も
上
位
に
お
い
て
お
く
べ
き
で

あ
る
、
と
棺
の
な
か
で
、
私
は
あ
ら
た

め
て
思
っ
た
。

「
そ
れ
も
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
、
彼
は
、
女
性
も
男
性
も
つ

ね
に
平
等
に
み
て
い
た
。
だ
か
ら
、
今

回
の
死
も
、
い
う
な
ら
ば
、
腹
横
死
と

い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
」

ケ
ッ
タ
イ
な
、
ョ
．
と
い
う
断
定
を

下
し
た
の
は
、
時
代
物
作
家
の
杜
山
悠

で
あ
る
。
腹
だ
け
余
分
だ
が
、
突
然
の

死
だ
か
ら
、
時
代
的
な
横
死
と
い
う
の

も
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
。

そ
の
他
ガ
ャ
ガ
ャ
、
ガ
ャ
ガ
ャ
と
、

ほ
め
て
い
る
の
か
、
け
な
し
て
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
言
葉
が
聞
え
て

く
る
。私

は
棺
に
小
さ
な
穴
を
あ
け
、
こ
れ

ら
の
光
景
を
覗
き
見
、
か
つ
、
会
葬
者

の
問
に
お
い
た
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
で

こ
れ
ら
の
言
葉
を
き
い
て
い
る
。

「
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
、
私
は
、
彼
の

死
そ
の
も
の
が
怪
し
い
、
と
思
う
」

と
言
い
だ
し
た
の
は
推
理
作
家
の
陳

舜
臣
で
あ
る
ｃ

「
そ
の
証
拠
に
、
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
僧
侶
が
現
わ
れ
な
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
か
」彼

は
冷
静
だ
っ
た
。
棺
の
な
か
で
私

は
困
っ
た
。

「
冬
木
さ
ん
、
な
ぜ
死
ん
だ
、
オ
レ

は
、
オ
レ
は
、
…
…
」

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
に
な
っ
た
と
き
、

少
し
ど
も
る
く
せ
の
あ
る
綾
見
謙
が
、

突
然
た
ち
上
っ
て
、
棺
の
ふ
た
を
あ
け

に
き
た
。

こ
う
な
っ
て
は
も
う
仕
方
が
な
い
。

私
は
自
ら
棺
の
ふ
た
を
あ
け
て
言
っ

た
。

「
皆
さ
ん
、
御
参
集
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
死
亡
通
知
な
ら
い
ち
ば

ん
集
り
が
い
い
と
思
っ
て
、
本
日
集
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
日
の
香
料
を

会
費
に
し
て
一
杯
飲
も
う
と
い
う
計
画

で
す
。
棺
は
ま
だ
使
え
ま
す
か
ら
、
く

じ
引
き
の
一
等
賞
と
い
う
こ
と
に
い
た

し
ま
し
よ
う
…
…
」＊

こ
ん
な
計
画
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
、
私
は
ね
っ
て
い
る
。

☆

１
１８

１
1８

☆ ☆
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譲灘| 織鱗織灘灘! ；
４月４日オープン. ′

ＫＯＢＥトア・ロードの坂道にまた一つうまいも
の地図のチャームポイントがふえました。嬉し
いことに神戸肉のステーキハウスで味自慢。そ
れに、暖たかいサービスと気軽な値段が素適です。

唾

■

ざ■

川譲f灘蟻
準
鐸

一
ら
型
。
先
。

一 一

拳蕊I蕊； 蕊蕊
撫
燕
蕊

ａ_

烈士

マ

調

R ，

RENM-TEIステーキハウス

〈トアロード･ アメリカンファーマシイ向い〉
ＴＥＬ〈0 7 8 〉３３－７１６８

メニュー☆ステーキ1, 5 0 0円･魚貝類50 0円・タイムランチ35 0円☆営業時間☆11 : 3 0～2 1 : 3 0分迄く第３日曜日定休日〉

神戸市生田区下山手通２丁目３４

jいり，
1９
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蕊
神戸市葺合区熊内町Ｉ（市立美術館東隣）
神戸三宮センター街( 洋莫子･ 喫茶･ レストラ
神戸三宮生田筋( 階上喫茶室）
神戸三宮地下街スイーツタウン

／

ＴＥＬ２２－’１６４．９８６５
ＴＥＬ３３－２４２１．４３１４
ＴＥＬ３３－０１５６．７３４３
ＴＥＬ3 9 - 3 5 5 8

婦人服飾とお しゃれ洋品の店。
－

沙 琴ズ ヤ ウェディングケーキ予約承ります
申申申命申小学半申申や学半半学半半

Ｌっｒム
神戸阪急六甲駅構内ファミリ
東京都豊島区南池袋パルコｊ
大阪梅田阪急三番街地

Q コンフエクト

北欧の銘菓
ユー』

－１５ＴＥＬＯ７８( 3 3 ) 3 4 3 6
1 -ストアＴＥＬＯ７８(87 ) 2 7 3 1
地下１階ＴＥＬＯ３( 9 8 7 ) 0 5 6 7
1下１階。ＴＥＬＯ６( 3 7 2 ) 4 8 7 7

■本社・工場
■三宮センター店
■生田店
■さんちか店

2０
本店
六甲店
東京店
大阪店

本店神戸市生田区三宮町３－１５ＴＥＬＯ７８( 3 3 ) 3 4 3 6宙
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